
43,068,047

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

72.3 平均値 38,480,542 38,744,035 40,117,620 42,330,99958.3 平均値 71.0 73.2 73.4 72.5平均値 53.8 56.1 56.4 56.9

83.8 81.6 67.9 70.0

R01 R02 R03

当該値 51.0 52.3 51.0 51.4 52.9 当該値

H30 R01 R02 R03 H29 H30

38,922,114 38,959,909 39,660,830 40,483,886 40,639,75068.8 当該値

14.6

2. 老朽化の状況

全体総括

　令和３年度決算においては、コロナ禍による受診控
えや常勤医師不足に伴う入院収益の減、コロナ感染防
止対策に係る費用の増等により、経常収支比率は
100％を下回り、単年度赤字となった。
　施設維持や老朽化による施設等更新費用に加え、感
染拡大防止に係る費用の増加から、今後も支出の抑制
は困難であると見込まれており、これからも、業務体
制見直しによる収益の確保や給与費の抑制等により、
単年度収益の黒字化から累積欠損金の減少に繋げ経営
健全化を図っていく必要がある。
　また、地域医療を担う公立病院として、新型コロナ
ウイルスへの対応だけでなく、救急体制の維持や健診
や特定健康保険指導など、地域で果たすべき役割を担
いながら病院運営を行っていく必要があることから、
適正な一般会計繰入金の会計負担を財政当局と調整し
ていく。

H29 H30 R01 R02 R03 H29

75.7 平均値 17.0 16.5 16.0 15.79,548 平均値 70.3 71.1 72.0 77.728,176 平均値平均値 25,249 25,711 26,415 27,227

80.2 81.7 85.5 76.86,504 6,760 7,368 8,095 8,446 当該値

8,852 9,060 9,135 9,509

当該値 30,662 31,364 32,573 33,108 33,537 当該値

R01 R02H30 R01 R02 R03 H29 H30

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率については、コロナ禍による受診控え
や医師不足に伴う入院患者数の減により医業収支が減
となり、100％を下回り単年度赤字となった。
②医業収支比率については、入院患者数及び常勤医師
の減により医業収益が減となり、前年度及び全国平均
を下回った。
③累積欠損金比率については、類似・全国平均より低
い状態ではあるが、年々増加傾向であり、黒字化に向
けた経営改善が必要である。
④病床利用率は、入院患者数の減により、類似・全国
平均を下回った。
⑤職員給与費及び材料費対医業収益比率については、
看護師確保や薬品単価増により昨年度を上回り、今後
も診療内容の見直しによる改善が必要である。

2. 老朽化の状況について

H29 H30 R01 R02 R03 H29 R02 R03 ①有形固定資産減価償却率については、類似・全国平
均ともに下回っているものの、令和元年度以降年々増
加しており、今後も長期的な視点をもって施設・整備
の将来計画を定める必要がある。
②器械備品減価償却率については、類似・全国平均と
ほぼ同等であり、今後も優先順位に基づき更新を図る
ことで数値を維持していく必要がある。
③１床当たり有形固定資産については、類似・全国平
均を下回っているものの、毎年増加しているため、今
後も将来の方向性を定める必要がある。

R03 H29 H30 R01

9.8 9.3 9.0 8.3 9.486.2 当該値

平均値 67.9 66.9 66.1 62.3 62.1平均値 114.4 117.0 118.8 136.0 131.3平均値 78.1 77.0 77.1 73.8 75.5平均値 98.2 97.5 97.7 100.7 103.6

当該値 71.5 69.3 73.5 69.1 60.2当該値 11.9 14.2 17.7 17.7 24.584.1 82.6 85.8 75.8当該値 99.3 98.2 96.7 100.3 95.9

Ⅰ 地域において担っている役割
公立病院として民間医療機関で担えない政策医療及び
不採算医療並びに今後の高齢化の更なる進展など地域
の将来の状況を見据えた場合に必要な医療機能を担う
とともに、圏域内において地域医療の中核的な役割を
果たしている県立日南病院との機能分担を図る。これ
を基本に次のとおり病院機能を担う。
(1)回復期リハビリテーション医療機能
(2)在宅医療支援及び連携拠点機能
(3)救急医療機能
(4)公衆衛生活動
(5)研修医等育成機能
(6)専門診療機能（糖尿病等）H29 H30 R01 R02 R03 H29 H30 R01 R03 H29 H30 R01 R02 R03R02 R03 H29 H30 R01 R02

当該値 83.9

- 年度 - 年度 - 年度
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※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

50,958 7,377 第２種該当 - １０：１ 67

令和3年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 11 - ド 訓 救 - - 88 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

当然財務 病院事業 一般病院 50床以上～100床未満 非設置 88 - - ■

経営比較分析表（令和3年度決算）
宮崎県日南市　日南市立中部病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
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③１床当たり有形固定資産(円)
【49,765,843】
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